
4

北
海
道
初
の
「
Ｊ
Ｔ
の
森
」

　

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
（
Ｊ

Ｔ
）
と
町
は
去
る
11
月
30
日
に
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
ほ
っ
か
い
ど
う

企
業
の
森
林
づ
く
り
事
業
に
よ
る
森

林
保
全
協
定
の
調
印
式
を
行
い
、
北

海
道
内
で
初
と
な
る
「
Ｊ
Ｔ
の
森
」

が
積
丹
町
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
国
や
道
の
関
係
者
、

町
議
会
議
員
、
町
内
の
自
治
会
や
産

業
団
体
等
か
ら
90
人
が
出
席
し
、
後

志
総
合
振
興
局
神
耐
三
局
長
の
立
会

の
も
と
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会

社
志
水
雅
一
代
表
取
締
役
副
社
長
と

松
井
町
長
に
よ
る
森
林
整
備
の
協
定

が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
10
年
間
、
同
社
の
支
援
を
受

け
、
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
く
海
を

育
む
水
源
の
森
づ
く
り
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

志
水
副
社
長
は
「
北
海
道
で
は
じ

計
画
面
積
350

道
内
最
大
規
模
の
企
業
の
森
林
整
備
を
誘
致

ha

め
て
の
実
施
と
な
る

「
Ｊ
Ｔ
の
森
」
は
、
事

業
量
、
事
業
期
間
が
こ

れ
ま
で
の
最
大
。
北
海

道
の
持
つ
広
大
な
イ
メ

ー
ジ
に
合
っ
た
事
業

を
展
開
し
た
い
。」
と
、

実
施
に
向
け
て
の
意
欲

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
引
き
続
き
、

町
が
主
催
す
る
協
定
調

印
記
念
交
流
会
が
行
わ

れ
、
同
社
本
支
店
の
社

員
と
出
席
者
が
初
め
て

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▲森林保全協定調印式（11月30日　総合文化センター）
左から松井町長、志水日本たばこ産業株式会社副社長、神後志総合振興局長

▲記念交流会
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全
国
の
「
Ｊ
Ｔ
の
森
」
で
最
大
規
模

地
域
に
適
し
た
森
林
施
業
に
挑
戦

　

平
成
23
年
度
か
ら
10
年
間
に
美
国

川
、
積
丹
川
、
余
別
川
の
そ
れ
ぞ
れ

の
河
川
流
域
に
位
置
す
る
４
カ
所
の

町
有
林
で
行
わ
れ
る
森
林
整
備
は
、

計
画
面
積
３
５
０
ha
、
総
事
業
費
約

１
億
円
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
全
国

の
「
Ｊ
Ｔ
の
森
」
の
中
で
、
最
大
規

模
の
計
画
面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
が
実
施
さ
れ
る
町
有
林
は
、

長
年
保
育
施
業
な
ど
が
行
わ
れ
ず
、

森
林
の
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
ほ
か
、
下
流
域
に
お
け
る
「
磯
焼

け
」
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
は
、
除
間
伐

や
広
葉
樹
の
植
栽
、
作
業
道
の
開
設

な
ど
、
生
物
多
様
性
の
保
全
や
森
林

の
多
目
的
機
能
の
向
上
に
配
慮
し
た
、

地
域
に
よ
り
適
し
た
施
業
方
法
の
取

組
な
ど
に
よ
り
、
森
と
川
と
海
を
繋

ぐ
「
海
を
育
む
水
源
の
森
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
行
い
ま
す
。

黄金岬黄金岬

美国川

場
役
町
丹
積

。

毎日新聞社提供

ＪＴの森積丹

鶴岡

智頭

小菅

重富

中津川

中辺路

奈半利

ゆのまえ
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新
た
な
地
域
の
活
性
化
に
も
期
待

　　
「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
の
森
林
整
備

を
通
じ
て
、
積
丹
町
と
日
本
た
ば
こ

産
業
株
式
会
社
の
社
員
や
そ
の
家
族

な
ど
、
都
市
住
民
と
の
交
流
活
動
の

計
画
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

植
樹
や
間
伐
作
業
な
ど
を
町
民
と

協
働
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
永
続
的

な
友
好
関
係
を
築
き
、
新
た
な
地
域

の
活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

積
丹
ブ
ル
ー
を
育
む
「
森
と
川
と
海
」

道
内
数
カ
所
の
候
補
地
に
燃
え
る
！

　

日
本
の
ト
ッ
プ
企
業
の
日
本
た
ば

こ
産
業
株
式
会
社
（
旧
日
本
専
売
公

社
）。「
北
の
大
地
に
ふ
さ
わ
し
い
北

海
道
初
の
【
Ｊ
Ｔ
の
森
】
を
ぜ
ひ
積

丹
町
に
。」
そ
ん
な
熱
い
思
い
を
一

つ
に
し
て
松
井
町
長
を
陣
頭
に
職
員

一
丸
と
な
っ
て
誘
致
に
取
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

６
月
14
日
、
道
水
産
林
務
部
と
後

志
総
合
振
興
局
林
務
課
の
職
員
立
会

の
下
で
行
わ
れ
た
日
本
た
ば
こ
産
業

株
式
会
社
本
支
店
職
員
が
初
来
町
し

て
の
現
地
調
査
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
へ
の
対
応
な
ど
、
約
１
年
に
及

ぶ
努
力
が
よ
う
や
く
実
っ
た
協
定
調

印
式
で
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
18
日
に
は
、「
Ｊ
Ｔ

の
森
」
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
鈴
木
横
浜

国
立
大
学
学
長
が
町
内
視
察
に
初
来

町
さ
れ
た
こ
と
も
町
史
に
残
る
出
来

事
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

の
社
会
貢
献
活
動

海
外
４
カ
所　

国
内
８
カ
所
で

「
Ｊ
Ｔ
の
森
」
を
展
開
中　

　

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
は
、

小さな交流が始まっています

　町は12月10日、「ＪＴの森積丹」で育っ
たアカエゾマツを日本たばこ産業株式会社
札幌支店（札幌市中央区）に寄贈しました。
　高さ３ｍほどのアカエゾマツはクリスマ
スツリーとして、色とりどりの装飾が行わ
れ、同社玄関前に飾られました。

クリスマスツリーを寄贈

　10月28日から31日、西川源農林水産課主査と木田光昭企画課主査の２人が
日本たばこ産業株式会社の招きを受け、同社が行う「ＪＴの森」での森づく
りを通じた交流活動の先進事例地として岡山県智頭町を視察しました。

国
内
外
に
お
け
る
た
ば
こ
事
業
の
ほ

か
、
医
薬
事
業
、
食
品
事
業
を
核
に

世
界
１
２
０
カ
国
以
上
の
国
と
地
域

で
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

同
社
で
は
、
企
業
に
よ
る
社
会
貢

献
活
動
と
し
て
、
現
在
海
外
４
カ
所
、

国
内
８
カ
所
で
の
「
Ｊ
Ｔ
の
森
」
に

よ
る
森
林
保
全
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
生
産
に
は
大
量
の
紙
を

使
用
し
、
加
工
食
品
の
生
産
に
は
農

水
産
物
の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、

自
然
か
ら
の
恩
恵
を
受
け
て
事
業
が

成
立
す
る
と
し
て
、
積
極
的
な
社
会

貢
献
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
や
文
化
・

芸
術
活
動
、
大
規
模
災
害
に
よ
る
被

災
地
域
へ
の
支
援
な
ど
全
国
で
様
々

な
社
会
貢
献
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。会 社 名	 日本たばこ産業株式会社

設 立 年	 1985年（昭和60年）

資 本 金	 1,000億円

売 上 高	 単体：2兆572億円

	 	 連結：6兆1,346億円

従業員数	 単体：8,961人

	 	 ＪＴグループ：47,665人

日本たばこ産業株式会社（JT）概要

町係長職２人が「ＪＴの森」先進事例を視察

　この日、ＪＴ本支社の社員や家族と町
民合計約100人が参加し、下草刈りや作
業道の整備などの森林整備作業のほか、
シイタケの栽培やしめ飾りづくりなどが
行われ交流を深めました。
　昼食には地域で「イモ鍋」を準備する
など町民の歓迎ムードの中、終始和やか
に交流が行われていました。

	ち	 ず

▲保護水面余別川を視察する
　鈴木横浜国立大学学長（右2人目）


